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研究成果の概要（和文）：本研究課題では，代表的なソーシャルメディアの一つであるTwitterのツイートを対
象に，[A] 時空間・意味解析による大規模ソーシャルメディアデータ分析基盤の構築と[B] ソーシャルメディア
データの時空間コンテキストを考慮した地域情報システムの開発・評価について取り組んだ．具体的には，
（1）位置情報が欠落したソーシャルメディアデータの位置推定手法の開発，（2）ソーシャルメディアデータを
活用したランドマーク検出と経路推薦システムの開発，そして（3）ソーシャルメディアデータを活用した地域
間の対応付け手法の開発を通して，ソーシャルメディアデータの地域情報システムへの応用の有用性を示した．

研究成果の概要（英文）：This research project utilizing tweets over Twitter, which represents social
 media services, attempted that [A] the construction of a framework for analyzing large scale social
 media data by considering spatio-temporal and semantic features and [b] the development and 
evaluation of regional information systems by considering spatio-temporal contexts of social media. 
We showed the applicability of social media data for regional information systems through the 
following three themes: (1) to develop a tweet location estimation method, (2) to create a 
landmark-based route suggestion system using social media data and geographic data, and (3) to 
determine city area relationships in terms of human activities.

研究分野：ソーシャルコンピューティング

キーワード： ソーシャルメディア　位置ベースSNS　時空間データ　地域情報　ランドマーク抽出　位置推定　地域特
徴　ナビゲーション
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ソーシャルメディアデータは，多様なコンテキストにおける多様な人々の意思決定や行動支援のための重要な情
報源になっている．社会学や医療・健康といった多様な研究分野においても，その活用は期待されている．一方
で，データ欠損の影響が大きく，いまだ十分に活用されていない．さらに，ユーザらがコミュニケーションの一
環として発信するデータは表現の揺らぎが大きく曖昧性が高い．本研究課題では，ソーシャルメディアデータの
欠点であるデータの信頼性や曖昧性を分析・解消する方法について研究し一定の成果を挙げた．さらに，時空間
コンテキストを考慮した地域情報システムの開発し，その有用性を示した点で意義がある．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
急速に普及・発達しているスマートフォンのような携帯端末を用いて，大量のユーザ発信コンテ
ンツ（マイクロブログ，画像，動画など）がソーシャルメディア上 (Twitter, Foursquare, Flickr, 
Instagramなど) でリアルタイムに共有されている．これらのデータには GPSベースの位置情
報をはじめ様々なメタデータが付与されており，実世界における群衆の経験を観察可能である．
ソーシャルメディアにおけるユーザをセンサとみなし，ユーザらが発信するデータを群衆セン
シングデータとして分析・活用したイベント検出が盛んに研究（文献①）されている．このこと
から，ソーシャルメディアデータの活用・分析は，多様なコンテキストにおける多様な人々の意
思決定や行動支援のための重要な研究分野の一つとなっている． 
このようにソーシャルメディアデータの利用可能性は指摘されている一方で，データ欠損の影
響が大きくいまだ十分に活用されていない．さらに，ユーザらがコミュニケーションの一環とし
て発信するデータは表現の揺らぎが大きく曖昧性が高い．そのため，群衆センシングデータの時
空間コンテキストを考慮した意味解析を行い，高い信頼性でのデータ抽出や補完が重要である．
このようなソーシャルメディアのビッグデータ分析は，当該研究分野だけでなく，社会学や医療
（文献②）といった多様な研究分野からも注目されており重要で意義がある． 
 
<引用文献> 
① Atefeh et al.: A Survey of Techniques for Event Detection in Twitter, Comput. Intell. 
(2015)  
② Paul et al.: Twitter Improves Influenza Forecasting, PLOS Currents Outbreaks (2014) 
 
２．研究の目的 
本研究課題は，ソーシャルメディア上で共有・蓄積されている大量のユーザ発信コンテンツを活
用するために，ユーザ発信コンテンツの欠点であるデータの信頼性や曖昧性を分析・解消する方
法について研究する．さらに，ソーシャルメディアデータを活用し，地域情報案内などの実用的
なシステムを構築することを目指す．研究開始前までに，群衆センシングデータの GPS位置情
報に基づく群衆移動の定量的分析による地域特徴抽出に関する研究，地域間の関連性分析に関
する研究やGPS位置情報とツイートで言及された場所との差異に基づく群衆の集合的空間関心
の可視化に関する研究などに取り組んできた．本研究課題では，これらを発展させ，時空間・意
味解析による大規模ソーシャルメディアデータ分析基盤を構築し，ソーシャルメディアデータ
の時空間コンテキストを考慮した地域情報システムの開発・評価に取り組んだ． 
 
３．研究の方法 
本研究課題では，代表的なソーシャルメディアの一つである Twitterのツイート（以降，発言と
も記す）を対象に，[a] 時空間・意味解析による大規模ソーシャルメディアデータ分析基盤の構
築と[b] ソーシャルメディアデータの時空間コンテキストを考慮した地域情報システムの開発・
評価について取り組んだ．3つの具体的な研究内容を示す． 
 
（1）ソーシャルメディアデータの位置推定 
本研究では，位置情報が欠損しているソーシャルメディアデータに位置情報を補完するために，
自然言語処理により発言位置（以降，単に位置と記す）を推定する手法について研究した．特に，
位置匿名化の観点から，発言内容から特定の地点を推定できる（全く位置匿名化がなされていな
い）レベル，発言内容から特定の地点は推定できないが複数の地点あるいは特定のエリアを推定
できる（やや位置匿名化がなされている）レベル，発言内容から位置を全く推定できない（位置
匿名化がなされている）レベルといった，位置推定の実現可能性のレベルについて検討した．具
体的には，位置情報付きツイートに対してロジスティック回帰を適用し，位置推定モデルを構築
した．さらに，機械と人間のそれぞれについても異なる位置推定の実現可能性のレベルが存在す
ると考え，それぞれに対応した位置推定の分類器を構築した．このため，ツイート内容から発言
位置を推定できるかを人間が 2 値分類するクラウドソーシングを行ない，閾値以上の参加者が
推定可能と回答したものを位置推定の実現可能性のあるツイート，それ以外を実現可能性のな
いツイートに分類し，それぞれの特徴を考察した．また，ツイートを入力すると，地図上に推定
位置をその実現可能性レベルとともに可視化するアプリケーションを開発した． 
 
（2）ソーシャルメディアデータを活用したランドマーク検出と経路推薦 
本研究では，Twitter や Flickr などの SNSデータと地理データを組み合わせて活用し，ナビゲ
ーションなどの際に有用となるランドマークを発見する手法について研究した．具体的には，
点・線・面の 3種類のランドマークを定義し，これらのランドマークからなる経路を検索するシ
ステムを開発し評価を行なった．このために，SNSデータと地理データから，場所ごとに 3つ
の指標：訪問人気度（人々の訪問ログから場所の人気を示す尺度），間接的な可視率（場所を直
接視認することができなくとも，場所の方角の認識可能性を示す尺度），直接的な可視率（場所
を直接視認することができる視認可能エリアの大きさを示す尺度）を求め，点・線・面のランド
マークを抽出した．次に，点・線・面のランドマークを用いて，実際の道路ネットワークとは独
立した新たな経路グラフを生成した．最後に，2地点が与えられると，より経路長が短く，利用



するランドマークの数がより少ない経路を経路グラフ上で探索するアルゴリズムを実装した．
提案手法を評価するために，実在する都市における SNSデータと地理データ（実験データ 1（サ
ンフランシスコ市）と実験データ 2（鹿児島市））を用いた提案手法による経路と，既存手法（直
接的な可視率のみ）による経路，ならびに，既存の道路ネットワーク上での Google Directions 
による経路を被験者実験により比較した．具体的には，各経路を仮想空間 (Google Street View) 
で辿るシミュレーション評価と実空間で辿る現地評価を行い，出発地から目的地までの経過時
間，自己位置の参照関数，提示された案内経路の参照回数を評価項目として比較した． 
 
（3）ソーシャルメディアデータを活用した地域間の対応付け 
本研究では，Twitterのツイートを分析することで，異なる 2つの都市における人々の話題や行
動の類似性に基づき，類似機能を持つ地域を発見し，対応付ける手法について研究する．これに
より，例えば，「バンコクにおける，京都の河原町のような場所」を検索したり，「京都がバンコ
クだったら」という観点での観光情報マップを作成したりすることが可能になる．具体的には，
2つの都市の位置情報付きツイートを収集して共通の言語（英語など）に翻訳し，グリッド分割
したエリア内のツイートを 1 つの文書とみなしてベクトル化 (Doc2Vec)した．この文書ベクト
ルを用いて，それぞれの都市内で類似度が高い隣接グリッドエリアをマージしたマージエリア
を設定し，2つの都市間で類似度が高いマージエリアを対応付けた．さらに，地図上で対応関係
を可視化した．京都市とタイのバンコク市を対象に行なったケーススタディでは，それぞれの都
市のランドマークベースの対応関係情報をクラウドソーシングにより収集し，提案手法により
対応付けられたエリアの妥当性を考察するために用いた． 
 
４．研究成果 
3．研究方法に挙げた 3つの具体的な研究内容について，それぞれの研究成果を示す． 
 
（1）ソーシャルメディアデータの位置推定 
京都市の中心エリアを対象としたケーススタディにより，位置推定の実現可能性のレベルによ
って異なる特徴があることが示された．例えば，店の営業に関する発言など，同一の発言が 1箇
所から投稿されることから，ツイート内容によって位置推定が可能となる．一方，特定のエリア
に偏在していない普通名詞が店の名前として用いられている場合など，ツイート内容によって
位置推定の実現可能性レベルが低くなる．さらに，単語の組み合わせにより位置の推定が可能で
あるという仮説に基づく位置匿名化アルゴリズムへの応用（例えば，「京都駅」は「京都」と「駅」
という単語の組み合わせであり，いずれかを削除することにより，位置推定の実現可能性のレベ
ルが大きく下がる）についても検討し，結果の一部について目的通りの匿名化処理が可能である
ことが確認した． 
今後の展望としては，各ツイートの文脈を考慮することや，時間帯や季節などを考慮したモデ
ルの構築が挙げられる． 
本研究内容に関連する成果は，雑誌論文②，学会発表⑦⑨にて発表した． 
 
（2）ソーシャルメディアデータを活用したランドマーク検出と経路推薦 
提案手法を実装し，出発地と目的地を指定すると経路を探索するシステムを開発した．評価実験
の結果，提案手法により，自己位置や案内経路を頻繁に参照することなく，かつ，短時間で目的
地に到達可能な，記憶に残る経路推薦を実現できることを確認した．このことから，二輪車によ
る移動や歩行中，GPS を利用できない状況，道に迷ってしまったときや災害などで目的地に向か
っている間に自己位置や案内地図を確認することが困難な場合などに特に有効であると考えら
れる． 
 今後の展望としては，建物密度や地理的形状が異なる（あるいは類似する）複数の都市に対象
を拡張してデータを取得・整備し，提案手法の妥当性を検討する．さらに，提案手法により抽出
されるランドマークを経路推薦以外のアプリケーションの活用についても検討することが望ま
れる． 
本研究内容の成果は，雑誌論文③⑤，学会発表③④⑧○12にて発表した．本研究で用いた要素技
術は，雑誌論文④，学会発表○13にて発表し，これを医療・健康分野に応用した成果は，雑誌論文
①，学会発表○11にて発表した． 
 
（3）ソーシャルメディアデータを活用した地域間の対応付け 
京都市とタイのバンコク市を対象に行なったケーススタディにより，提案手法により，ランドマ
ークベースで妥当な対応付けがなされることを確認した．例として，京都御所と Grand Palace 
や京都大学と Chulalongkorn Universityの対応などが挙げられる． 
今後の展望としては，複数の都市に対象を拡張してデータを取得・整備することである．また，
複数の機能を持つ（人々の行動に多様性がある）地域を考慮することや，時間帯や季節などを考
慮した対応付けについて検討する．さらに，抽出した対応付け関係を活用したアプリケーション
についても検討することが望まれる． 
本研究内容の成果は，学会発表①にて発表した．また，本研究内容に関連する技術は，学会発
表⑤⑥○10で発表した． 
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